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henous vein bypass groftsに成功したので若干の
考察を加へ報告した
















写で crosscirculationは良好なるも， post.com. 























































およびM~i門リンパ節l己中止移していた． 症例 3 ・ 33才女
性，右前頭葉多形性神経穆芽腫，両肺，全脊柱，頚
,'\j；，肺門，傍大動脈リンパ節に•lti：移していた．
13. 宰丸類上皮嚢腫の1例
岐大泌尿器科
鄭 j英彬，嶋津良一，河田幸道
星雲丸の類上0:’髭鐙は極めて同な疾患であり，最近そ
の1WIJを経験したので報告する．症例は19才男子，昭
和50年4月8日，左陰：'M内の知〔痛性腫癒を主訴として
本院受，i~.
右宰よL，左右副宰丸lこは異常を認めず，左宰丸の腫
癌は小指頭大であった．
左皐丸腫場を疑P4月14日に左除宰術を施行した．
腫場は被膜により被われた経1.5cmの腫癌で左皐丸の
中央部実質内lこ存在した．
組織診断にて類上皮護腫ど診断した．自験例を含
め，我々の調べた範囲の39例について統計的観察を行
なった．
14.跨脱弁による女子尿道形成術の追試例
岐大泌尿器科
栗山町J，堀江正室，河田幸道
原発性女子尿道癌の手術手技の 1つに，尿道全摘
後，跨脱弁を用いた尿道形成術があるが，従来の方法
では，術後の機能に穫々の問題があった．前回，共同
演者の堀江が報告した横切開による勝脱弁作製法は，
術後尿公然などの問題を生ずる事なく，良好に経過し
たので， 今回更に， 1症例を加えたので報告した．
患者は63才の箆婦で排尿終末時痛を主訴として米科
したものであり，プローべで，扇平上皮癌と診断さ
れ，遠隔転移のない事を確認した上で，尿道全摘術兼
務脱弁による尿道形成術及び両側のソケイリンパ節郭
清を施行した．摘出標本には，腫湯細胞は認められな
かった．術後経過は順調で，頻尿と勝脱容量の減少の
他l主，術前と同じ勝l比尿道f<fitを保持している．
以上より，この術式は．尿道内に限局せる尿道癌に
は，充分賞用できる方法だと考えられた
15.尿道外傷に対する尿道形成術の経験
l波大泌尿器科
出f十JJi~ ＂.IJ:, I~井達郎，坂義人
間浦常雄
